
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

　

技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く
告
示
）
の
一
部
改
正 

（
情
報
政
策
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

一

〇
飼
料
試
験
結
果
の
公
表 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
八
号
（
漁
港
管
理
条
例
第
十
条
の
二

　

第
一
項
に
基
づ
く
施
設
の
指
定
）
の
一
部
改
正 

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　

　

三

〇
道
路
の
供
用
開
始 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
港
湾
施
設
の
概
要 

（
港　

湾　

課
）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
四
件
） 

（
都
市
計
画
課
）　

　

四

〇
都
市
計
画
事
業
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　

　

四

 
公

告

〇
平
成
二
十
二
年
度
砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験
の
実
施 

（
産
業
立
地
推
進
課
）　

　

五

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了 

（
建
築
宅
地
課
）　

　

五

 
公
安
委
員
会

〇
技
能
検
定
員
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
の
実
施 

五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
五
号

　

平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
五
百
九
十
四
号
（
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
規
則
に

基
づ
く
告
示
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

一
２
中
「
第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
三
十
二
条
の
三
各
項
」
に
改
め
、
同
４
中
「
第
二
十
二

条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同　

中
「
第
十
二
条
第
三
項
（
」
の
下
に
「
第
十
七
条
の
十
二
第

20

二
項
及
び
」
を
加
え
、
同　

中
「
第
五
十
三
条
第
五
十
項
及
び
第
五
十
一
項
」
を
「
第
五
十
三
条
第
四
十
五
項
及
び
第

23

四
十
六
項
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
六
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
七
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

三
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

栗
原
市
及
び
石
巻
市

五　

発
生
年
月
日

　
　

栗
原
市　

平
成
二
十
二
年
九
月
八
日

（1）　 平成22年10月１日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2195号　　 
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事

業

所

番

号

〇
四
一
〇
三
〇
〇
二
一
四

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

ア
ミ
カ
塩
釜
介
護
セ
ン

タ
ー
塩
竈
市
玉
川
二
丁
目
二

－

十

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

設
置
者
名

株
式
会
社
Ｈ
Ｃ

Ｍ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
二
年

十
月
一
日



　
　

石
巻
市　

平
成
二
十
二
年
九
月
十
三
日

　
　

栗
原
市　

平
成
二
十
二
年
九
月
十
五
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

 

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
八
号

　

飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
五
十
六
条
第
七

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年
七
月
に
収
去
し
た
飼
料
の
試
験
結
果
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

第2195号　平成22年10月１日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

安
全
性
に
関
す
る
検
査

平
成
22年

７
月
収
去

違
反
の
有
無
及
び
違
反
の
内
容

試
　
　
験
　
　
項
　
　
目

製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物
の
名
称

飼
料
又
は
飼
料
添
加
物

の
区
分

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の
名
称

及
び
所
在
地

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

H
22.6

65％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

株
式
会
社
稲
井
塩
釜
工

場塩
釜
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

H
22.7

60％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ
シ
ュ

ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

H
22.7

60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

協
同
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
工
業
株
式
会
社
石
巻

事
業
所

石
巻
市

無
重
　
金
　
属
－
鉛
，
水
銀
，
カ
ド
ミ
ウ
ム

H
22.6

65％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ル

魚
粉

同
左

栄
養
成
分
に
関
す
る
検
査

平
成
22年

７
月
収
去

違
反
の
内
容

試
験

結
果

の
概

要
製
　
造

（
輸
入
）

年
　
月

飼
料
の
名
称

収
去
場
所

製
造
事
業
場
等
の

名
称
及
び
所
在
地

そ
の
他

の
検
査

Ｍ
　
Ｅ

kcal/
　
　
㎏

Ｔ
Ｄ
Ｎ

　
　
％

ペ
プ
シ

ン
消
化

率
　
％

水
溶
性

窒
素
　
　
％

揮
発
性

塩
基
性

窒
素
％

粗
灰
分

　
　
％

粗
繊
維

　
　
％

り
　
ん

　
　
％

カ
ル
シ

ウ
ム
　
　
％

粗
脂
肪

　
　
％

粗
た
ん

白
質
　
　
％

無
11.8

3.4
0.47

3.85
5.2

16.8
H
22.7

協
同
飼
料
成
鶏
16

同
左

協
同
飼
料
株
式
会
社
石

巻
工
場

石
巻
市

無
5.3

2.8
0.59

0.78
5.7

19.6
H
22.7

協
同
飼
料
マ
マ
８
レ

ジ
ェ
ン
ド

同
左

無
15.6

65.9
H
22.6

65％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ

シ
 
ュ
ミ
ー
ル

同
左

株
式
会
社
稲
井
塩
釜
工

場塩
釜
市



 
〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
九
号

　

平
成
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
五
十
八
号
（
漁
港
管
理
条
例
第
十
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
施
設
の
指
定
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
女
川
漁
港
の
項
中
「
延
長
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
」
を
「
延
長
一
六
〇
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。

　

「
石
巻
地
方
振
興
事
務
所
」
を
「
東
部
地
方
振
興
事
務
所
」
に
改
め
る
。　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
一
号

　

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定

（3）　 平成22年10月１日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2195号　　 

無
20.7

60.1
H
22.7

60％
イ
ナ
ホ
フ
ィ
ッ
シ
 

ュ
ミ
ー
ル

同
左

無
5.6

3.9
0.63

1.00
7.1

22.0
H
22.7

伊
達
鶏
０
号

同
左

伊
藤
忠
飼
料
株
式
会
社

石
巻
工
場

石
巻
市

粗
た
ん
白
質
不

足
　
　
　
　
　

11.5
3.1

0.50
3.69

6.0
16.7

H
22.7

伊
藤
忠
 Y
B
18

同
左

無
19.0

63.6
H
22.7

60％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
同
左

協
同
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
工
業
株
式
会
社
石
巻

事
業
所

石
巻
市

無
16.0

66.1
H
22.6

65％
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ミ
ー

ル
同
左

無
4.3

2.5
0.53

0.76
3.5

13.9
H
22.7

肥
育
用
４

同
左

株
式
会
社
サ
イ
ボ
ク
飼

料石
巻
市

無
6.4

6.3
0.55

0.91
2.8

14.8
H
22.7

オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
和
牛

繁
殖

同
左

株
式
会
社
オ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
東
日
本
工
場

石
巻
市

無
2.9

3.9
0.48

0.14
2.3

12.0
H
22.7

肉
用
肥
育
用
新
、
蔵
王

ビ
ー
フ
中
期
用
（
無
添

加
）

同
左

（
注
）
　
飼
料
が
，
飼
料
の
安
全
性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
第
27条
第
１
項
，
第
29条
第
２
項
又
は
第
30条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
く
規
格
適
合
表
示
飼
料
で
あ
る
場
合
に
は
，
飼
料
の
名
称
の
前
に
「
〇 規 
」
を

付
け
て
い
る
。

道

路

の

種

類

県

道

路

線

名

柳
沢
中
新
田

線

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

加
美
郡
加
美
町
鳥
屋
ヶ
崎
字
八
幡
前
四
〇
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
鳥
屋
ヶ
崎
字
八
幡
前
四
四
番
地
先
ま
で

供
用
開
始
年
月
日

平
成
二
十
二
年

 

十
月
一
日



に
よ
り
、
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
の
港
湾
施
設
の
概
要
を
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
土
木
部
港
湾
課
及
び
宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
湾
事
務
所
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
二
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
市
場

　

２　

名
称　

二
号　

仙
台
食
肉
市
場

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
三
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
と
畜
場

　

２　

名
称　

一
号　

仙
台
と
畜
場

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
四
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

仙
台
市
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
五
号

　

登
米
市
か
ら
登
米
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

登
米
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称　

登
米
市
公
共
下
水
道

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
四
十
六
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
を
次
の
と
お

り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路
事
業

　

２　

名
称

第2195号　平成22年10月１日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）

種　
　

類

保
管
施
設

保
管
施
設

保
管
施
設

施　
設　
名

み
な
と
三
号
野

積
場

雷
神
ふ
頭
三
号

野
積
場

雷
神
ふ
頭
四
号

野
積
場

位　
　

置

仙
台
市
宮
城
野
区

港
三
丁
目
地
内

仙
台
市
宮
城
野
区

港
二
丁
目
及
び
三

丁
目
地
内

仙
台
市
宮
城
野
区

港
三
丁
目
地
内

構　
　

造

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装

数
量
・
能
力

面
積
八
、
二
五
三
平
方

メ
ー
ト
ル

面
積
五
一
、
七
六
六
平

方
メ
ー
ト
ル

面
積
二
五
、
九
三
九
平

方
メ
ー
ト
ル

備　
考

新
規

変
更

廃
止



　
　
　

三
・
一
・
一
号　

元
寺
小
路
福
室
線

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
花
京
院
一
丁
目
及
び
中
央
一
丁
目
並
び
に
宮
城
野
区
元
寺
小
路
、
東
六
番
丁
及
び
名
掛

丁
地
内

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
中
央
一
丁
目
地
内

 
公

告

〇
砂
利
採
取
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
七
十
四
号
）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
平
成
二
十
二
年
度
砂
利
採

取
業
務
主
任
者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

試
験
日
時

　
　

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
二
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

二　

試
験
会
場

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
六－

十
六

　
　

宮
城
県
本
町
分
庁
舎
六
〇
三
会
議
室

三　

試
験
科
目

　

１　

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
法
令

　

２　

砂
利
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な
事
項
（
基
礎
的
な
土
木
及
び
河
川
工
学
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。）

四　

受
験
手
続

１　

受
験
願
書
の
受
付
期
間
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
五
日
（
火
）
か
ら
同
月
二
十
二
日
（
金
）
ま
で
と
す
る
。
た

だ
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
を
有
効
と
す
る
。

２　

受
験
手
数
料
は
七
千
六
百
円
と
し
、
受
験
願
書
に
七
千
六
百
円
分
の
宮
城
県
収
入
証
紙
を
は
り
付
け
て
納
め
る

こ
と
。

　

３　

受
験
願
書
は
、
宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
及
び
各
地
方
振
興
事
務
所
で
配
布
す
る
。

　

４　

受
験
願
書
の
提
出
先

　
　
　

〒
九
八
〇－

八
五
七
〇　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　
　

宮
城
県
経
済
商
工
観
光
部
産
業
立
地
推
進
課
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

二
七
三
一
）

　

５　

受
験
願
書
の
添
付
書
類

　

写
真
（
手
札
形
（
縦
十
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
八
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
と
し
、
受
験
願
書
の
提
出
前

六
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
正
面
上
半
身
像
で
、
そ
の
裏
面
に
、
撮
影
年
月
日
、
氏
名
及
び
年
齢
を
記
載
し
た
も
の
）

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
二
年
十
月
一
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

公
安
委
員
会
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一　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪
六
百
一
番
、
六
百
二
番
及
び
六

百
五
番
一

　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
四
番
十
八
号　
　
　
　
　

 

東
北
セ
キ
ス
イ
ハ
イ
ム
不
動
産
株
式
会
社

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
138号

　
道
路
交
通
法
（
昭
和
35年

法
律
第
105号

）
第
99条

の
２
第
４
項
第
１
号
イ
及
び
第
99条

の
３
第
４
項
第
１
号
イ
の

規
定
に
よ
り
、
技
能
検
定
員
資
格
審
査
及
び
教
習
指
導
員
資
格
審
査
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
22年

10月
１
日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
畠
山
　
英
子
　
　

１
　
資
格
審
査
の
種
類
、
期
日
及
び
場
所

 

資
格
審
査
の
場
所

資
格
審
査
の
期
日

資
格
審
査
の
種
類

仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字

高
倉
65番

地
平
成
22年

11月
６
日
か
ら

　
新
た
に
技
能
検
定
員
の
資
格
又
は
教
習
指
導
員

の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者

　
現
に
技
能
検
定
員
、
教
習
指
導
員
で
あ
る
者
が

普
通
自
動
二
輪
車
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の
資

格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
追
加
し
て
取
得
し

よ
う
と
す
る
者

　
新
た
に
大
型
、
中
型
自
動
車
第
二
種
免
許
及
び

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許
に
係
る
技
能
検
定
員
の
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２
　
資
格
審
査
申
請
手
続

　
�
　
受
付
期
間

　
平
成
22年

10月
１
日
（
金
）
か
ら
平
成
22年

10月
22日

（
金
）
ま
で
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時
15分

ま
で
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）

　
�
　
受
付
場
所

　
　
　
仙
台
市
泉
区
市
名
坂
字
高
倉
65番

地

　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
内
　
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課

　
�
　
資
格
審
査
申
請
用
紙
の
配
布

　
　
ア
　
配
布
期
間

　
平
成
22年

10月
１
日
（
金
）
以
降
（
土
曜
、
日
曜
及
び
祝
日
を
除
く
。）
の
午
前
８
時
30分

か
ら
午
後
５
時

15分
ま
で

　
　
イ
　
配
布
場
所

　
　
　
　
宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
（
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
）

３
　
そ
の
他

　
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
警
察
本
部
交
通
部
運
転
免
許
課
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
　
022－

373－
3601（

内
線
221、

222）

宮
城
県
運
転
免
許
セ
ン

タ
ー

平
成
23年

２
月
28日

ま
で

資
格
又
は
教
習
指
導
員
の
資
格
を
取
得
し
よ
う
と

す
る
者
で
平
成
21年

、
22年

度
自
動
車
安
全
運
転

セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修
了
し
た
こ
と
等
に
よ

り
資
格
審
査
の
一
部
科
目
が
免
除
と
な
る
者

　
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
中
央
研
修
所
を
修

了
し
た
こ
と
等
に
よ
り
資
格
審
査
の
全
科
目
が
免

除
と
な
る
者


